
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

豊
田
市
駅
前
で
９
月
下
旬
、
「
比

例
は
日
本
共
産
党
」
へ
と
週
１
の
定

例
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。（
左
写
真
） 

主
に
お
話
し
し
た
の
は
、
ト
ヨ
タ

の
過
労
パ
ワ
ハ
ラ
労
災
認
定
を
求

め
た
遺
族
が
逆
転
勝
訴
し
た
こ
と

で
し
た
。
私
も
名
古
屋
高
裁
へ
応
援

傍
聴
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
世
論

と
運
動
の
成
果
だ
と
感
じ
ま
す
。 

こ
の
裁
判
に
当
初
か
ら
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
「
け
や
き
通
り
法
律

事
務
所
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

「
お
知
ら
せ
」
を
一
部
引
用
し
ま

す
。 日

本
共
産
党
は
生
活
相
談
・
法
律

相
談
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
（
左

下
に
案
内
）
、
こ
の
中
に
は
労
働
相

談
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
専
門
の
弁 

る
と
す
る
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

被
告
の
国
が
上
告
を
し
な
け
れ
ば
、

判
決
は
確
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

（
こ
の
後
、
時
事
通
信
の
記
事
が
引

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
省
略
） 

 

豊
田
イ
ン
タ
ー
近
く 

 

歩
道
デ
コ
ボ
コ
改
修 

  

豊
田
イ
ン
タ
ー
近
く
の
深
田
町

内
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
た
ら
、
歩

道
に
凹
み
が
あ
っ
て
８
月
下
旬
、
こ 

 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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あ
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あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

ろ
び
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
上
写

真
） 

 

こ
れ
は
危
な
い
、
と
豊
田
市
の
道

路
維
持
課
に
改
修
を
依
頼
。
９
月
上

旬
に
は
部
分
的
な
応
急
処
置
が
済

み 

 

 

 

 

 

 

 

 消費税５％への引き下げは、総選挙の一大争点の一つ。コロナ禍

のもと、世界では６２の国と地域が、国民への救済策として消費税

（付加価値税）減税に踏み切る一方、菅政権は背を向けています。 

 政党として、消費税引き下げに反対しているのは自民、公明の２

党ですが、自民党内でも消費税引き下げを求める国会議員は１００

人を超えています。国会議員全体でも、消費税引き下げに賛同する

議員は３４１人にのぼり（今年６月１６日時点、全商連調べ）、全

議員の４８％を占めています。（下表） 

 総選挙で市民と野党の共闘を発展させ、政権交代が実現すれば、

消費税減税は可能です。（全国商工新聞８月３０日付より） 

 

政党・会派名 議員数 政党・会派名 議員数 

自民党 １１３ 国民民主党 １９ 

立憲民主党 １５４ 社民党 ２ 

日本維新の会 ２６ れいわ新選組 ２ 

日本共産党 ２５ 合計 ３４１ 

政党として消費税減税を拒否しているのは、自民党と公明党だ

けです。 

護
士
が
対
応
し
ま
す
の
で
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

 
け
や
き
通
り
法
律
事
務
所
（
豊
田
市

若
宮
町
）
お
知
ら
せ
９
月
１
９
日
付 

  

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
社
員
の
方
が
、

業
務
が
原
因
で
う
つ
病
を
発
症
し

自
殺
し
た
事
件
の
労
働
災
害
申
請

に
、
当
事
務
所
で
は
、
２
０
１
０
年

か
ら
１
１
年
余
り
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年
９
月
１
６

日
、
労
働
災
害
で
あ
る
と
認
め
る
判

決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。 

 

豊
田
労
働
基
準
監
督
署
に
労
災

申
請
を
し
ま
し
た
が
業
務
外
と
さ

れ
、
審
査
請
求
を
し
て
も
請
求
棄

却
、
厚
生
労
働
省
の
労
働
保
険
審
査

会
に
再
審
査
請
求
を
し
て
も
請
求

棄
却
で
し
た
。
２
０
１
５
年
に
、
国

を
被
告
と
し
て
名
古
屋
地
裁
に
提

訴
し
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
に
請

求
棄
却
の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
名
古
屋
高
裁
に
控
訴
し

て
、
や
っ
と
、
事
実
上
労
災
と
認
め 

 

み
、
９
月
下
旬
に
は
全
面
的
に
改
修

さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
下
写
真
） 

こ
れ
で
安
全
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で

き
ま
す
。
市
の
迅
速
な
ご
対
応
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
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対
策
工
事
の
設
計
を
行
っ
て
い

る
。
残
り
１
０
施
設
に
つ
い
て
、

施
設
の
将
来
計
画
や
危
険
度
を
総

合
的
に
判
断
し
、
優
先
度
を
つ
け

て
実
施
し
て
い
く
。
課
題
は
、
施

設
が
山
間
部
に
あ
り
、
隣
接
す
る

崖
も
大
き
い
た
め
、
工
事
の
規
模

が
大
き
く
、
多
く
の
予
算
が
か
か

る
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
」 

一
旦
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場

合
、
被
害
は
深
刻
と
な
る
た
め
、

急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

   

開
発
事
業
に
係
わ
っ
て
手
続
き

が
行
わ
れ
て
い
る
う
ち
の
、
土
砂

が
持
ち
込
ま
れ
、
土
砂
搬
入
を
伴

う
開
発
事
業
箇
所
は
令
和
３
年
７

月
末
時
点
で
、
手
続
条
例
の
全
承

認
件
数
４
４
８
件
の
う
ち
、
８
８

件
。 

 

手
続
条
例
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
に
、
主
に
、
土
石
採
取
や
残

土
搬
入
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
運

用
方
法
を
見
直
し
た
こ
と
や
、
現

在
、
関
係
団
体
等
と
設
置
準
備
を

進
め
て
い
る
協
議
会
の
活
動
な
ど

を
通
し
て
、
違
反
開
発
の
抑
制
や
、

近
年
の
気
候
変
動
の
影
響
か

ら
、
土
砂
災
害
、
豪
雨
時
の
浸
水

な
ど
の
甚
大
な
災
害
が
全
国
で
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
、
過
去
の
多
く
の
被
害

を
教
訓
に
、
災
害
か
ら
命
を
守
る

取
り
組
み
を
早
急
に
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

    

市
が
お
こ
な
う
土
砂
災
害
防
止

対
策
の
対
象
と
、
予
定
、
課
題 

 

「
要
配
慮
者
利
用
施
設
（
学
校
、

こ
ど
も
園
、
高
齢
者
施
設
）
に
つ

い
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
土
砂

災
害
防
止
対
策
事
業
の
対
象
箇
所

数
は
、
１
１
施
設
。
今
後
の
予
定

は
、
令
和
３
年
度
か
ら
１
施
設
で

違
反
時
の
迅
速
な
対
応
な
ど
の
取

組
を
進
め
る
。
新
た
な
規
制
等
に

つ
い
て
は
、
愛
知
県
が
検
討
を
進

め
て
い
る
盛
土
対
策
に
関
す
る
条

例
や
、
国
が
検
討
し
て
い
る
規
制

等
の
動
向
に
注
視
す
る
」
と
答
弁
。

重
大
な
災
害
を
引
き
起
こ
さ
な
い

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
規
制

す
る
条
例
が
必
要
で
す
。 

   

新
た
に
作
成
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー 

ド
マ
ッ
プ
の
活
用
は 

「
災
害
時
に
お
け
る
個
人
の
行
動

ル
ー
ル
を
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
て

お
く
『
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
』

の
作
成
支
援
と
合
わ
せ
て
啓
発
。 

水
害
や
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
の
高

い
地
域
を
重
点
取
組
地
区
と
し

て
、
地
区
区
長
会
等
を
通
じ
て
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な

ど
を
、
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。」 

 

風
水
害
の
際
に
、
利
用
で
き
な
い

避
難
場
所
が
あ
る
。
そ
の
地
域
の

住
民
は
、
ど
う
避
難
す
る
の
か 

 

「
浸
水
地
域
外
に
立
地
し
て
い
る

県
立
高
等
学
校
６
校
を
指
定
緊
急

避
難
場
所
に
指
定
す
る
と
と
も

に
、
車
中
泊
避
難
場
所
と
し
て
、

『
一
時
車
両
退
避
場
所
』
を
１
０

か
所
用
意
。
避
難
場
所
が
遠
く
な

り
、
課
題
の
あ
る
地
区
に
つ
い
て

は
、
自
治
区
と
の
意
見
交
換
会
等

を
行
い
、
継
続
的
に
代
替
施
設
に

つ
い
て
、
協
議
し
て
い
る
。」 

 

 

災
害
時
の
一
時
避
難
所
と
し
て
活

用
す
る
施
設
と
協
定
を
結
ん
で
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。 

   

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
は 

 

「
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
状
況
は
、

令
和
２
年
度
末
の
時
点
で
、
目
標

で
あ
っ
た
１
万
５
，
０
０
０
台
に

対
し
、
約
１
万
７
，
０
０
０
台
を

販
売
。」 

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ

た
災
害
予
測
情
報
を
住
民
に
周
知

し
、
防
災
ラ
ジ
オ
が
避
難
時
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
、
無
料
の
配
付
、

貸
し
出
し
な
ど
が
必
要
で
す
。 

防災ラジオ 


